
令和 5 年度 事 業 計 画 

１．はじめに 

令和 5 年度の政府の経済見通しは、物価高を克服しつつ、計画的で大胆な投資を官

民連携で推進するなど新しい資本主義の旗印の下、我が国経済を民需主導で持続可能

な成長経路に乗せるための施策を推進し、実質ＧＤＰ成長率は 1.5％程度、名目ＧＤ

Ｐ成長率は 2.1％程度と民間需要がけん引する成長が見込まれるとしています。 

ただし、引き続き、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスク、物価上昇

や供給面での制約、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要があるとのこと

です。 

「１００年に一度の大変革期」にあると言われる自動車業界は、ウィズコロナによ

る「新たな社会」への対応が必要となる中で、「ＣＡＳＥ（コネクテッド、自動運転、

シェアリング、電動化）」を初め、製造業からモビリティ産業へ転換するという「ＭＸ

・モビリティ・トランスフォメーション」に加え、カーボンニュートラルなどの持続可

能な社会を目指す「ＧＸ・グリーン・トランスフォメーション」。そして、デジタル技

術を社会に浸透させ、人々の生活をより良いものへと変革することを目指す「ＤＸ・デ

ジタル・トランスフォメーション」など、対応すべき課題が山積しております。

この中で、当会議所の運営基盤であります、自動車検査登録印紙、自動車審査証紙、

自動車重量税印紙、県税証紙の売りさばき・販売手数料の収入は、「自動車保有関係手

続のワンストップサービス（ＯＳＳ）」の進展や、令和５年１月から実施された「自動

車検査登録手続の『キャッシュレス化』、『デジタル化』の推進」により、今後ますま

す収入の減少が懸念されています。 

さらに、自動車関連市場においては、従来からの漸減傾向に加え、３年来の新型コロ

ナウイルス感染症による半導体などのサプライチェーン寸断の影響が続く中で、各販

社において新車納入の長期化が続くなど、自動車関係業界や関係団体は、大変厳しい

需要経営環境の中で種々の問題、課題等を抱えて、多難な運営が迫られています。

２．事業運営の基本方針 

 このようにかつてない厳しい情勢ではありますが、県内自動車関係の中核かつ総合

団体として、関係機関並びに関係団体及び会員との連携の維持強化に努めるとともに、

合理的かつ効率的な運営を図って経費節減に努め、運輸行政並びに富山県政の円滑な

推進に協力してまいります。 

そして、関係機関、関係団体及び会員とともに、自動車業界の使命であります自動車

の安全確保と環境保全にかかる公益事業を効果的に継続実施し、特に、「高齢者の事故

防止」、「全席シートベルト着用」の推進や、当所のキャラクター「エコマメくん」を

全面に押しだした「エコドライブ運動」の推進に努めるほか、コロナ禍の収束が見通せ

ない中ではありますが、「自動車なんでも無料相談」、「自動車点検整備推進運動」な
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どの活動について、感染状況に留意しながら実施出来るよう検討してまいります。 

また、自動車検査登録手続の「キャッシュレス化」、「デジタル化」が進められ、自

動車重量税を初めとした印紙等類の窓口販売の減少が懸念される中ではありますが、

印紙等の売りさばき業務や自動車関係手続きに関する相談業務などを的確に遂行する

とともに、自動車関係の課題や問題点の意見等を集約し、国、県の関係機関へ改善に向

けた働きかけを行ってまいります。 

さらに、公益財団法人交通遺児等育成基金へ寄付金を贈呈するとともに、国内外の

災害の被災者に対して、応分の義援金を拠出することといたします。 

なお、令和 5 年度の事業運営の重点事項並びに実施事業は次の通りです。 

この中で、これまで重点事項に上がっていた「公益目的支出計画の的確な遂行」につ

いては、令和５年３月末をもって計画が完了したので削除いたしました。 

３．事業運営の重点事項 

（１）関係機関、関係団体、会員との情報の共有と連携の維持強化

（２）安全確保と環境保全に関する公益事業の拡充

（３）自動車関係諸税の簡素化・軽減に向けた活動の継続

（４）国、県等に対する要望事項等のとりまとめと要請

（５）自動車関係印紙・証紙の売りさばきと検査登録相談窓口サービスの改善

（６）自動車税環境性能割、軽自動車税環境性能割への対応

（７）自動車検査登録手続の「キャッシュレス化」、「デジタル化」並びに「ワン

ストップサービス（ＯＳＳ）」への一層の対応

４．実施事業 

（１）自動車に関する調査研究と普及宣伝

① 自動車に関する各種情報の受発信

② 自動車関係法令及び通達等の整理と伝達

③ 自動車に係る安全確保並びに環境保全に関する調査研究と普及宣伝

④ その他事業運営上必要な事項に関する調査研究と普及宣伝

（２）自動車に関する事業者及び事業者団体間の連絡協調

① 関係団体事務局代表者会議（定例会）及び実務担当者会議の開催

② 窓口業務打合せ会議及び年度末繁忙対策打合せ会議への対応

③ その他事業運営上必要な事項に係る会議の開催

（３）自動車に関する諸問題についての審議及びその実行の促進

① 一般社団法人日本自動車会議所及び全国自動車検査登録印紙売捌人協議

会への参画と対策の実行
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② 法税制、公益事業、情報委員会での審議と対策の実行

③ 富山県交通対策協議会及び富山県交通安全チャレンジ１・２・３運動への

参画と対策の実行

④ 富山県自動車点検整備推進協議会及び不正改造車両追放連絡協議会への参

画と対策の実行

⑤ 富山県道路安全・円滑化検討委員会、富山県低公害車導入促進協議会、環

境とやま県民会議、エコドライブとやま推進協議会及び富山県県土美化推進

県民会議への参画と対策の実行

⑥ 公益財団法人とやま環境財団及びとやま環境フェア実行委員会への参加と

対策の実行

⑦ その他事業運営上必要な事項に係る会議への参画と対策の実行

（４）自動車に関する意見の公表及び関係諸官庁への請願建議

① 自動車関係諸税の改正などに関する意見の公表及び要請

② 国・県の予算等に対する要望事項のとりまとめと要請

③ 道路環境整備、交通事故防止及び環境保全に関する意見の公表と要請

④ その他事業運営上必要な事項に係る要望のとりまとめと要請

（５）自動車の検査及び登録に対する協力

① 自動車検査登録印紙、自動車審査証紙、自動車重量税印紙、県税証紙の売り

さばき、販売業務の充実

② 自動車税種別割、自動車税環境性能割及び軽自動車税環境性能割申告書照

合補助等業務の的確な遂行

③ 自動車損害賠償責任保険代理店業務の的確な遂行

④ 自動車検査登録等に関する相談体制の充実

⑤ その他自動車検査登録業務等の円滑化に対する協力

（６）その他当会議所の目的を達成するために必要な事業等

① 交通事故被害者や災害被害者に対する援助業務の実施

② 全席シートベルト着用推進運動とサポカーの普及啓発事業

③ エコドライブの推進及びその他の環境関係事業の実施

④ 自動車なんでも無料相談の実施

⑤ 公益財団法人富山県暴力追放運動推進センター及び富山空港を発展させ

る会への参画と事業の実施及び協力

⑥ 富山社会保険委員会への参画と事業の実施と協力

⑦ 公益社団法人富山県バス協会、一般社団法人日本自動車連盟富山支部への

参画と適正な事業運営への協力

⑧ その他必要かつ妥当な事業の実施と協力


